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交通規制
１０月２８日（日）、三島市～函南町～伊豆の国市を
走路とした伊豆マラソン大会が開催されます。
これに伴い、市内の走路となった道路で交通規制
が実施されます。皆さんのご理解とご協力をお願い
します。
と　き １０月２８日（日）
走　路 ６．７ｋｍの部 ９：３０三島大社前スタート

～県立三島南高等学校ゴール
１７．１ｋｍの部 ９：３０三島大社前スタート
～韮山小学校ゴール＊市内の交通規制あり
３．１ｋｍの部 １０：００三島大社前スタート
～三島市立向山小学校ゴール

市内の交通規制時間

１０：００～１２：１０ころ
順次交通規制（最大４０分間程度）

市内・近隣走路の概略

大仙家前～寿司勝前～金井建材前～多田公
民館前～山木グリーン公園前～江川邸駐車
場折り返し～韮山高校正門前～韮山農村環
境改善センター前～韮山小学校グランド
（ゴール）

市内の交通規制個所図

走路（コース）の全体図は、市ホームページをご覧ください。

問合せ 伊豆ナンバー誕生記念『伊豆マラソン大会』事務局（ＮＰＯ法人三島市体育協会内） 電話０５５‐９８１‐５１２９
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規制起点：大仙家前
（１７．１ｋｍの部通過点）

規制終点：韮山小学校
（１７．１ｋｍの部ゴール）

民間や各種団体の多種多様な保保険険等等

のの充充実実・・整整備備がなされたこと。

加加入入者者数数が年々減減少少傾向にあること。

（平成１８年度から個人情報保護の高
まりにより申込方法が変わり、加入
率が２８．７％に減少した。）

今後の方向を検討してきましたが、

加加入入者者のの増増加加がが見見込込めめなないいこと。

担当窓口　

市役所安全対策課　　　　　　　電話０５５‐９４８‐１４１２
韮山支所市民サービス課　電話０５５‐９４９‐６８００
大仁支所市民サービス課　電話０５５８‐７６‐８０００

見舞金請求期間は、事故にあった日から１年以
内です。１年を過ぎると、見舞金はお支払いでき
ません。事故にあわれた場合は、請求期間内に市
の担当窓口にて見舞金請求をしてください。

【参考】田方地区交通災害共済加入者数及び加入率の推移
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田方地区交通災害共済組合が設立されたのは、昭和４０年代。
交通事故被害者を救済する制度が不十分だったことから、見

舞金事業として設立されました。先駆的な役割を担い、活動を
続けてきましたが、現在その必要性が減少してきました。

田方地区交通災害共済組合の運営について、ご
理解とご協力をいただきありがとうございました。
今まで加入いただいた皆さんには、厚くお礼申

し上げます。

●●田方地区交通災害共済とは●●
伊豆の国市・伊豆市・函南町の皆さん

が会費を出し合い、交通事故により被害
を受けた会員に見舞金をおくる相互扶助
の制度です。

●●対象となる交通事故●●
●自動車、バイク、自転車などの
道路上の交通による人身事故
●電車、汽車、ディーゼルカー、
飛行機、ヘリコプター、船舶、
身体障害者用車いすなどの運行
による人身事故

● ●

●
●●●●

伊豆ナンバー誕生記念

アクシスかつらぎ

昨年の式典の様子


